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1.  平成26年2月期第1四半期の連結業績（平成25年3月1日～平成25年5月31日） 

 当社は、平成25年２月期より決算日を１月31日から２月末日に変更いたしました。これに伴い、当第１四半期(平成25年３月１日から平成25年５月31日)と比較
対象となる前第１四半期(平成24年２月１日から平成24年４月30日)の期間が異なるため、対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期第1四半期 37,395 ― 23 ― 35 ― 202 ―
25年2月期第1四半期 30,305 4.8 311 △41.8 340 △36.6 △52 ―

（注）包括利益 26年2月期第1四半期 209百万円 （―％） 25年2月期第1四半期 △52百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年2月期第1四半期 6.39 6.38
25年2月期第1四半期 △2.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年2月期第1四半期 45,667 15,648 34.1
25年2月期 38,130 13,389 34.9
（参考） 自己資本   26年2月期第1四半期  15,575百万円 25年2月期  13,325百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年2月期 ― ― ― 10.00 10.00
26年2月期 ―
26年2月期（予想） ― ― 12.00 12.00

3. 平成26年 2月期の連結業績予想（平成25年 3月 1日～平成26年 2月28日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
平成25年２月期は決算期変更により13ヶ月決算のため、第２四半期(累計)及び通期の対前期増減率は記載しておりません。 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 77,300 ― 1,250 ― 1,250 ― 650 ― 20.53
通期 158,000 ― 2,950 ― 2,950 ― 1,250 ― 39.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名） 永旺美思佰楽（江蘇）商業有限公司 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期1Q 31,734,623 株 25年2月期 25,510,623 株
② 期末自己株式数 26年2月期1Q 75,040 株 25年2月期 76,381 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期1Q 31,659,189 株 25年2月期1Q 25,429,886 株
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当第１四半期連結累計期間（2013年３月１日から2013年５月31日まで）におけるわが国経済は、昨年

末に底入れし、緩やかな回復基調となりつつあるものの世界経済の減速による輸出や設備投資等の鈍化

に加え、欧米や中国等の対外経済環境の下ぶれ懸念もあり、景気の先行きは依然不透明な状況となって

います。一方で、政権交代に伴い、緊急経済対策等の政策への期待感から、過度な円高が是正され株価

回復の兆しが見られましたが、個人消費につきましては依然として生活防衛意識や節約志向が継続し、

厳しい経営環境が続きました。 

 このような環境の中、当社は2013年３月１日付でマックスバリュ中京株式会社と合併し、両社の持つ

強みを融合することで「お客さま第一」を実現し、中部エリアにおける「ベストローカル企業」を目指

して取り組んでまいりました。 

 営業面では、パワーアップセールと銘打った合併記念セールの実施により販促強化を図るとともに、

イオンのグループ力を活かしたトップバリュ商品の更なる販売拡大、地域商品の発掘と開発、簡単・便

利さを追求した商品の拡充などに取り組み、お客さまに頼りにされる店舗を目指しました。 

 一方、合併を機に当社の経営構造改革に取り組み、店舗オペレーションの見直しやプロセスセンター

の活用による簡素でより効率的なビジネスプロセスの構築・浸透、イオングループ共通インフラの活用

等、業務の効率化と生産性の向上に取り組みました。 

 成長戦略としては、マックスバリュ中京株式会社との合併に伴い、2013年３月１日付で新たに11店舗

が加わるとともに、2013年３月にマックスバリュ岐阜元町店（岐阜県岐阜市）とマックスバリュ上野小

田店（三重県伊賀市）の２店舗を新規出店し、店舗数は100店舗となりました。また、イオンの中国戦

略を推進する「永旺（中国）投資有限公司」（イオングループ中国本社）と合弁で、2013年４月28日付

で江蘇省蘇州市に子会社「永旺美思佰楽（江蘇）商業有限公司」を設立し、成長著しい中国での食品ス

ーパーマーケットの出店準備を進めました。 

 これらの取り組みにより、当第１四半期連結累計期間の業績は、営業収益（売上高とその他の営業収

入の合計）は373億95百万円となり、連結売上総利益率が24.2％と、ほぼ前年並みとなりました。合併

後のシステム変更や店舗作業の手順変更などによる一時的な人件費の増加や販促強化に伴う販促費の増

加など、販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は23百万円、経常利益は35百万円となり、マックス

バリュ菰野店の閉店に伴う営業補償金２億96百万の特別利益の計上等により、四半期純利益は２億２百

万円となりました。 

 なお、当第１四半期と比較対象となる前第１四半期の期間が異なるため、対前年同四半期増減率につ

いては記載しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ75億37百万円増加し、456億67百円

となりました。増減の主な内訳は、合併等により有形固定資産が35億60百万円、現金及び預金が14億52百

万円、投資その他の資産が10億48百万円増加したこと等によるものであります。 

 また、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ52億78百万円増加し、300

億18百万円となりました。増減の主な内訳は、合併等により買掛金が26億５百万円、１年内返済予定の長

期借入金が20億42百万円増加したこと等によるものであります。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、合併等により前連結会計年度末に比べ22億58百万円増加

し、156億48百万円となりました。 

  

2014年２月期の連結業績予想につきましては、本資料の公表時点において、2013年４月９日の「平成25

年２月期決算短信」で発表いたしました2014年２月期連結業績予想に変更はありません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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中国江蘇省蘇州市近郊における食品スーパーマーケットの展開を図るため、イオンの中国におけるグ

ループ一体での成長戦略を推進する「永旺(中国)投資有限公司」（イオングループ中国本社）と合弁

で、2013年４月28日付で江蘇省蘇州市に新会社「永旺美思佰楽（江蘇）商業有限公司」を設立しまし

た。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

資産の部   
流動資産   

現金及び預金 1,142,371 2,595,084 
売掛金 535,771 216,199 
商品 2,625,626 3,100,251 
繰延税金資産 376,461 536,097 
その他 2,875,853 4,111,456 
貸倒引当金 △278 △717 

流動資産合計 7,555,805 10,558,371 

固定資産   
有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,443,300 15,339,794 
機械装置及び運搬具（純額） 154,927 189,090 
土地 8,186,434 8,064,822 
建設仮勘定 32,675 74,681 
その他（純額） 1,771,400 2,480,773 

有形固定資産合計 22,588,739 26,149,162 

無形固定資産   
のれん 447,395 360,790 
その他 176,729 189,334 

無形固定資産合計 624,125 550,124 

投資その他の資産   
投資有価証券 602,844 598,209 
繰延税金資産 1,932,110 2,354,647 
差入保証金 3,755,957 4,116,046 
その他 1,188,537 1,465,087 
貸倒引当金 △117,901 △124,316 

投資その他の資産合計 7,361,547 8,409,674 

固定資産合計 30,574,412 35,108,962 

資産合計 38,130,218 45,667,334 
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

負債の部   
流動負債   

買掛金 10,424,700 13,030,451 
短期借入金 330,000 350,000 
1年内返済予定の長期借入金 353,964 2,396,404 
未払金及び未払費用 2,505,505 3,269,036 
未払法人税等 576,576 145,323 
未払消費税等 302,992 271,018 
賞与引当金 452,674 840,500 
役員業績報酬引当金 22,278 13,314 
ポイント引当金 157,602 96,102 
資産除去債務 4,650 21,632 
設備関係支払手形 346,457 1,237,404 
その他 1,216,194 909,521 

流動負債合計 16,693,594 22,580,708 

固定負債   
長期借入金 3,053,603 1,785,002 
店舗閉鎖損失引当金 － 20,339 
その他の引当金 3,667 5,021 
長期預り保証金 3,326,254 3,689,831 
資産除去債務 1,077,795 1,341,113 
その他 585,373 596,613 

固定負債合計 8,046,693 7,437,920 

負債合計 24,740,288 30,018,629 

純資産の部   
株主資本   

資本金 3,850,498 3,950,498 
資本剰余金 5,416,207 7,609,939 
利益剰余金 4,132,331 4,080,509 
自己株式 △61,583 △60,520 

株主資本合計 13,337,453 15,580,426 

その他の包括利益累計額   
その他有価証券評価差額金 △11,806 △4,890 

その他の包括利益累計額合計 △11,806 △4,890 

新株予約権 64,282 73,168 

純資産合計 13,389,929 15,648,704 

負債純資産合計 38,130,218 45,667,334 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 29,540,121 36,372,776 
売上原価 22,309,720 27,567,745 

売上総利益 7,230,400 8,805,030 

その他の営業収入 765,457 1,022,456 

営業総利益 7,995,858 9,827,487 

販売費及び一般管理費 7,683,906 9,803,497 

営業利益 311,951 23,989 

営業外収益   
受取利息 4,014 3,767 
受取配当金 232 1,905 
受取保険金 13,472 5,497 
違約金収入 1,285 7,430 
その他 31,102 14,949 

営業外収益合計 50,106 33,552 

営業外費用   
支払利息 17,182 17,749 
その他 4,744 4,177 

営業外費用合計 21,926 21,926 

経常利益 340,131 35,614 

特別利益   
固定資産売却益 － 20,168 
受取補償金 － 296,000 

特別利益合計 － 316,168 

特別損失   
固定資産売却損 62,426 － 
減損損失 191,243 － 
本社移転費用 － 22,952 

特別損失合計 253,670 22,952 

税金等調整前四半期純利益 86,461 328,830 

法人税、住民税及び事業税 269,660 123,659 
法人税等調整額 △131,071 2,751 

法人税等合計 138,589 126,410 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△52,127 202,419 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,127 202,419 
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） △52,127 202,419 

その他の包括利益   
その他有価証券評価差額金 △656 6,916 

その他の包括利益合計 △656 6,916 

四半期包括利益 △52,784 209,336 

（内訳）   
親会社株主に係る四半期包括利益 △52,784 209,336 
少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 2012年２月１日 至 2012年４月30日)及び当第１四半期連結累計期間

（自 2013年３月１日 至 2013年５月31日） 

当社グループは、商品小売事業及びこれらに付帯する業務の単一事業であり、開示対象となるセグメ

ントがないため記載を省略しております。 

  

当社は、2013年３月１日付でマックスバリュ中京株式会社と合併いたしました。これにより、当第１

四半期連結会計期間において、資本金が１億円、資本剰余金が21億93百万円増加し、当第１四半期連結

会計期間末において、資本金が39億50百万円、資本剰余金が76億９百万円となっております。  

  

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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